
国際機関 大洋州 中南米等 その他
2月7日～2月21日 ＷＨＯ・FAO等 米国 カナダ EU、EFSA 各国 FSANZ等 中国 各国 各国 報道、論文等も含む

(前回 1月25日～2月6日) (13/14件) (5/8件) (1/1件) (35/19件) (11/21件) (2/2件) (10/7件) (3/3件) (0/1件) (12/26件)

化学物質・汚染物質 (2件) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

食品添加物 (4) 0 0 0 3 0 0 1 0 0 0

農薬 (14) 0 4 0 10 0 0 0 0 0 0

動物用医薬品 (1) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

器具・容器包装 (4) 0 0 0 3 1 0 0 0 0 0

(27/34件) その他 (2) 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0

細菌 (5件) 0 0 0 2 1 0 0 0 0 2

ウイルス (14) 9 0 0 0 1 0 2 1 0 1

原虫・寄生虫 (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

プリオン (5) 0 0 0 2 2 0 0 0 0 1

植物性自然毒 (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

カビ毒（マイコトキシン) (2) 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

動物性自然毒 (1) 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

(34/38件) その他 (7) 2 0 0 1 2 0 2 0 0 0

新食品 (0件) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

GMO (2) 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

健康食品 (3) 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0

アレルギー (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

クローン (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

放射線照射 (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ナノテクノロジー (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(5/7件) その他 (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

肥料 (0件) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

飼料 (10) 0 0 0 10 0 0 0 0 0 0

(10/6件) その他 (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

表示 (2件) 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

放射性物質 (1) 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

(16/16件) その他 (13) 1 1 1 2 1 1 2 1 0 3

細菌 (0件) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ウイルス (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(0/1件) その他 (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

化学物質 (0件) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

微生物 (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

異物混入等 (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

表示違反 (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(0/0件) その他 (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

海外のリコール

※収集期間については、主たる期間をいう。

化学物質

微生物・プリオン・自然毒

新食品等

肥料・飼料等

その他

海外の食中毒

食品安全関係情報（ 2月7日～2月21日 収集分※）について

「食品安全関係情報」として食品安全委員会が収集したハザード毎の地域別情報件数の概要     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(集計数は、今回/前回）

(合計92/102件)
北米 欧州 アジア

収集件数

資料５－１



食品安全関係情報（2 月 7 日～2 月 21 日収集分 92 件）のうち、主なものの紹介 

(詳細及び他の情報については、食品安全総合情報システム（http://www.fsc.go.jp/fsciis/）をご覧下さい) 

 

【化学物質】 

・欧州食品安全機関(EFSA)、食品源由来ホルムアルデヒドの外因性寄与と比較した内因性ホルムア

ルデヒドの総生成量について科学的報告を公表 

・欧州食品安全機関(EFSA)、香料グループ評価 210 改訂 1(FGE.210Rev1)：香料グループ評価

19(FGE.19)の化学サブグループ 2.4 のα、β-不飽和脂環式ケトン類及び前駆体類の遺伝毒性の

可能性の考察に関する科学的意見書を公表 

・欧州食品安全機関(EFSA)、香料グループ評価 212 改訂 2(FGE.212Rev2)：香料グループ評価

19(FGE.19)の化学サブグループ 2.6 のα、β-不飽和脂環式ケトン類及び前駆体類の遺伝毒性の

可能性の考察に関する科学的意見書を公表 

 

【微生物・プリオン・自然毒】 

・フランス衛生監視研究所(InVS)、2010～2012 年のフランスにおけるヒトのボツリヌス症に関す

る疫学報告を発表 

・国際連合食糧農業機関（FAO）、インフルエンザ A(H7N9)のヒトから動物への感染の可能性は無視

できる旨を公表 

・欧州食品安全機関（EFSA）及び欧州疾病予防管理センター（ECDC)、2012 年人獣共通感染症、人

獣共通感染症病原体、集団食中毒の傾向及び原因に関する欧州連合（EU）概要報告書を公表 

・欧州食品安全機関（EFSA）、牛の腸及び腸間膜における BSE リスクに関する科学的意見書を公表 

・ドイツ連邦食糧農業省(BMEL)、ドイツで牛海綿状脳症(BSE)患畜を確認(2014 年:2 頭目) 

・英国食品基準庁（FSA）、スコットランドにおける貝類のモニタリング結果を公表 

 

【新食品等】 

・フランス農業・水産省、フランス政府は遺伝子組換え作物のモラトリアムを維持していくと発表 

 

【その他】 

・国際連合食糧農業機関（FAO）、Codex 委員会(Codex)がスパイス・ハーブ業界の活性化のための

新たな品質基準の設定を検討する旨を公表 

・カナダ食品検査庁（CFIA）、食品由来の疾病予防のための食品業界向けのオンラインツールを開

発 



資料５－２ 

 

H26.3.10 

食品安全委員会が収集したハザードに関する主な情報 

 

○微生物・プリオン・自然毒---その他 

欧州食品安全機関（EFSA）及び欧州疾病予防管理センター（ECDC)、2012年人獣共通感染症、人獣共

通感染症病原体、集団食中毒の傾向及び原因に関する欧州連合（EU）概要報告書を公表 

公表日：2014年 2月19日    情報源：欧州食品安全機関（EFSA） 

http://www.efsa.europa.eu/en/efsajournal/pub/3547.htm 

欧州食品安全機関（EFSA）及び欧州疾病予防管理センター（ECDC)は2月19日、2012年人獣共通感染症、人獣共通感染症病

原体、集団食中毒の傾向及び原因に関する欧州連合（EU）概要報告書を公表した。 

 EFSA 及び ECDC は、EU 加盟27 か国及び非加盟3 か国(ノルウェー、アイスランド、スイス)から提出された 2012 年の人獣共通

感染症及び集団食中毒の発生に関する情報を分析した。 

○人獣共通感染症 

①カンピロバクター症の報告数は 214,268人と、人獣共通感染症患者の中で最も多かった。過去5 年間(2008～2012年)、EUでは

カンピロバクター症は増加傾向にある。欧州ではカンピロバクター汚染率は鶏肉が依然として高い。 

②サルモネラ症の報告数は 91,034 人であり、EU における確定患者の減少傾向は継続している。食品では、サルモネラ属菌は食

肉及びその製品から最も多く検出された。 

③リステリア症の報告数は1,642人であり、2011年に比べて増加した。過去5 年間で微増している。18か国から198人の死亡者が

報告されており、これは 2006 年以降最大の数字となった。基準値を超えた製品は魚製品が多かった。 

④ベロ毒素産生性大腸菌(VTEC)感染症の報告数は5,671人であり、2011年に比べて40％減少した。過去5年間で増加傾向にあ

る。最も多く検出された血清型は O157、次いで O26、O91 であった。 
 

表１ 感染症別確定症例報告数 

感染症名 2008 年 2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 

カンピロバクター症（25 注）） 190,579 201,711 215,397 223,998 214,268

サルモネラ症（27） 134,580 110,190 101,052 95,572 91,034

リステリア症(26) 1,425 1,675 1,643 1,486 1,642

ベロ毒素産生性大腸菌感染症(26) 3,162 3,583 3,656 9,487 5,671
 

注）：括弧内の数値は報告加盟国数 

○集団食中毒 

2012 年に発生した集団食中毒は、件数5,363 件、患者数55,453 人、入院者5,118 人、死亡者41 人が報告された。大部分は、サ

ルモネラ属菌、細菌性毒素、ウイルス及びカンピロバクターが原因である。主な原因食品は卵及び卵製品、次いで複数の食材を

合わせた食品(mixed food)、魚及び魚製品であった。2012 年に発生した最大の集団食中毒は、ノロウイルスに汚染された冷凍い

ちごが原因のものであった。また、水媒介集団感染は 16 件報告があり、その原因はカリシウイルス（ノロウイルス、サポウイルス）、

ベロ毒素産生性大腸菌、クリプトスポリジウム・パルバム及びロタウイルスであった。 

○関連情報 

厚生労働省：食中毒事件一覧速報・原因物質別食中毒患者報告数  http://www.mhlw.go.jp/topics/syokuchu/04.html 

原因物質名 2008 年 2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 

カンピロバクター・ジェジュニ/コリ 3,071 2,206 2,092 2,341 1,834

サルモネラ属菌 2,551 1,518 2,476 3,068 670

リステリア － － － － －

腸管出血性大腸菌(ベロ毒素産生) 115 181 358 714 392

国立感染症研究所：感染症発生動向調査年別一覧表(2012)・感染症法に基づく症例報告数 

http://www.nih.go.jp/niid/ja/allarticles/surveillance/2085-idwr/ydata/4409-ydata2012.html 

感染症名 2008 年 2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 

腸管出血性大腸菌感染症 4,321 3,889 4,134 3,940 3,768
 

※詳細情報及び他の情報については、食品安全総合情報システム（http://www.fsc.go.jp/fsciis/）をご覧下さい。 


